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休憩を終えたぼくらは、いよいよギーグ目ざして、くねくねの道を歩き始めた。が、やが
て、この道さえもがギーグの体の一部だったことに気付く。ぼくらの前に姿を現したギーグ
は、脳ミソのようにうねうねした体を持った、不気味な生命体だった。
が、それよりももっと驚いたのは、なんとあのポーキーが重装備に身を包み、ギーグの横
で、ニヤニヤと笑みを漏らしていたことだ。
「やあ、ネス……」重装備ポーキーが、スピーカーを通して、ぼくに話しかけてきた。
「ロボットの姿になってまで、こんなところに来るとはご苦労なことだ。でも、見てくれよ。
ギーグ様のこの強そうな姿を!キミたちの力で、倒すことができるのかな?」
「でも、ギーグの持ってる知恵のリンゴは、わたしたちの勝利を予言したんでしょう?」
ポーラが負けじと言い返す。すると、ポーキーは、再びニヤリと笑って言い放った。
「ふふふふふ。それは、ギーグ様が1人でキミたちと戦った場合のことだろ?でも、この
戦いにオレが入ったら?どうなるかわからないよねえ……。さあ、無駄口をきいていても
しようがないだろう。まずは、キミたちから攻撃しておいでよ。あ、言っておくけど、ギー
グ様にはpS〓なんて通じないからね……

